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令和６年度市政運営の基本方針

具体的な施策の基本方針は昨年度に引き続き変わりません。しかしながら、社会環境、災害も含めた自然環境の激変も予想され
る中で、今年度は基本となる行動の指針として以下の点をとりわけ重視して進めてまいります。

トライ・アンド・エラー
を繰り返す
穴を恐れず、試行を行い迅速に
修正を加えつつ絶え間なく前進
する。失敗無くして改善無し、
不作為に前進無し。

常に「実行」「実現」を
前提に方策を考える
「出来ない」「やらない」の理
由はいくらでも見つけることが
出来る。どうすれば、どこに手
を入れれば実現可能なのかを常
に念頭に進める。

トップランナー集団を
目指す
最初に行うことを恐れず、先
を行くものを真似、追いつこ
うとすることを厭わない。

補いあい、助け合う

足りないところ、出来な
いところは見過ごさず、
組織や与えられた役割の
分掌に関わらず補いあい、
助け合う。

近江八幡市長

●重点的取組施策
１．子育て及び教育環境
の充実

まちづくりとは、つまるところ「ひとづくり」に他なりません。これまでも子育てを支援する
施策については、とりわけ経済的な支援の面において充実を図ってまいりました。
今後も引き続きこの流れを継続していくとともに、これからの時代に必要となる感性や、独創
力、また社会に関わる力を引き出す機会を増やしていく取り組みとして、読書等によって経験
の幅を広げることや、文化芸術・スポーツの推進をはじめ、多様な教育との関わりなどを通じ
て引き続き進めていきます。

２．産業基盤の強化 本市の魅力発信を継続するとともに、農業を含めた地場産業と地域企業の育成を当該の主体と
なる市民、企業と一体感を持って進めていきます。また当市に人材を引き寄せられるような歴
史・伝統や自然景観を守り育てていきます。

３．高齢化する社会、分
化する社会に対応する行
政サービスの実現

デジタル技術等を駆使し、「いつでもどこでも自ら」の利便性や機能性の確保を図る一方で、
行動の制限を受けている、また受けやすい高齢者や障がいを持っておられる方などが不安やス
トレスを出来る限り少なく生活を続けられるような行政サービスの実現に向けて歩みを進めて
いきます。

４．持続可能な社会の実
現へのステップ

激甚化し予測が困難になりつつある自然災害等への対応力の獲得へ向けて体制強化を図ってい
くとともに、カーボンニュートラル実現への取り組みを引き続き進めるほか、自然環境と共生
が図れる社会へ変化を進めていきます。
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当初予算額

会 計 令和６年度 令和５年度 増 減

一般会計 ４３０．０億円 ３８０．９億円 ＋49.1億円
（+12.9％）

特別会計
（全６会計） １６５．０億円 １６５．８億円 ▲0.8億円

（▲0.5％）

企業会計
（全３会計） ２５７．１億円 ２４２．８億円 ＋14.3億円

（＋5.9％）

全会計総額 ８５２．１億円 ７８９．５億円 ＋62.6億円
（＋7.9％）
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R6の主な増加要因
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当初予算額（骨格予算） 肉付け予算

一般会計当初予算の推移

予算規模は合併以後最大の430億円
大型施設整備事業の本
格化 +29.0億

社会保障関係経費の自
然増 +7.0億

物価高騰独自対策
や、国スポのプレ大
会実施による補助費
等の増 +6.0億

会計年度任用職員の
処遇改善や、定年退
職年齢の隔年引上げ
にかかる退職手当に
よる人件費の増

+4.9億
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一般会計当初予算の内訳

その他 11.8

積立金 22.8

公債費 24.1

繰出金 29.8

補助費等 56.5

人件費 58.8

物件費 63.2

普通建設事業費 65.0

扶助費 98.0

（単位:億円）
その他 10.2

地方消費税

交付金 18.0
県支出金 33.5
市債 37.7

地方交付税 62.0

国庫支出金 63.1

その他 19.8

寄附金 20.1
繰入金 53.0

市税 112.6

依

存

財

源

自

主

財

源

総額430.0億円

歳入 歳出

大型施設整備
の本格化によ
り発行額が
17.8億円増加

個人市民税の
定額減税の影
響で0.8億円減

障がい福祉サー
ビス給付や児童
手当の制度拡充
により7.0億円増

新市庁舎整備や
文化会館整備等
の本格化により
29.0億円増
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市債と基金の状況

貯金(基金) 借金(市債)

新市庁舎や文化会館等の整備に伴い借金が前年度
から１４.８億円増加し、残高は２３１.７億円に
なりました

ふるさと応援基金の活用や公共施設整備への取り
崩しにより、貯金が前年度から２９.９億円減少
し、残高は２３７.１億円になりました

190.1 

230.6 
259.3 267.0 237.1億 260.7 251.6 

229.8 216.9 
231.7 

R2 R3 R4 R5 R6 R2 R3 R4 R5 R6

237.1
億円

231.7
億円

(億円)

(年度)
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事業施策

現状と課題 気象情報等多くの情報に基づいて対策等の検討を行っているが、必要となる映像の表示
に限界がある。現地本部や現場で災害対策本部の決定事項がリアルタイムで把握できないことから迅速
な対応に支障が出ている。

効果、目指す姿
災害に関する情報をリアルタイムで共有し迅速な対策を実現し、市民の生命と財産を守る。

〇災害対策本部映像音響システム

刻々と変化する多くの情報や映像を可
視化し、見逃さず視認し、迅速な判断の
もと市民への情報発信、現場への指示が
行えるシステムの構築

〇防災情報システム整備

気象情報・災害状況の見える化、
災害対応のリアルタイム共有、災害
情報の迅速な提供など、災害情報を
一元管理できるシステムの構築

〇ＴＶ会議システム整備

離れた拠点や現場とリアルタイムで
情報共有できるシステムの構築

【オペレーションルーム】

【災害対策本部】

×・×地点の
避難指示を

避難指示
発令します

【調査指導班】災害に関する情報を

リアルタイムで共有
し迅速な対策の実現

【現地本部（コミセン）】

＋

＋

事業施策 新規

所管課 市長直轄組織 危機管理課
【予算額】１４，０３９千円

災害対策本部システム整備事業

（財源：市債１３，９００千円 その他１３９千円）
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事業施策

【現状と課題】
本市の防災行政無線は、旧安土町のみに整備

されていることと、現行の戸別受信機では音声
情報しか受信できないことから、視覚に障がい
がある方々等に対して災害情報伝達ルートの多
重化を図る必要があります。

【効果、目指す姿】
タウンメールやホームページ等の既存の災害

情報伝達手段に加え、新たな伝達手段を整備す
ることで、地域防災計画に謳う災害情報伝達
ルートの多重化を図ることができます。

【取組み】
全市域を対象とする新たな防災行政無線シス

テムを整備するとともに、避難情報等の災害情
報を音声だけでなく文字表示できる戸別受信機
を貸与します。

インターネット
地上回線（VPN）

衛星回線（帯域保証）

事業施策 継続

所管課 市長直轄組織 危機管理課
【予算額】３４７，８５２千円

同報系防災行政無線整備事業

（財源：市債３４５，９００千円 その他１，４５２千円 一般財源５００千円）
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事業施策

取組内容（R6年度）

現状と課題

スケジュール

ライフスタイルで選ばれるまちづくり
効果と目指す姿

 カーボンニュートラル宣言都市として、脱炭素の
推進が必要。

 市域の多くは農地であり、脱炭素ポテンシャルは
高いが、本市の特⾧である豊かな自然環境や風景
保持の観点からは大掛かりな再エネ導入は難しい。

 近年の脱炭素を取り巻く潮流として、「生物多様
性の確保」が求められている。

 緊迫する海外情勢などにも鑑みて、今一度「食糧
自給」や「農」についてあり方を考える必要あり。

 検討会開催による推進内容の検討
 『有機農業実施計画』の策定

◆住民ワークショップの開催
 試行的取組の実施

◆マーケットの試行的開催
◆栽培技術検証・土壌分析調査
◆ほ場団地化に向けた一部エリアの有機転換 など
※具体策は有識者などを交えて今後検討

カーボンニュートラルなどの諸課題に対応すると共に、
魅力的なライフスタイルが実現できるまちとして、選ば
れるまちづくりを推進します。

事業施策事業施策 新規

所管課 総合政策部 企画課
【予算額】１０，０１６千円

オーガニックヴィレッジ推進事業

（財源：県費１０，０００千円 一般財源１６千円）
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事業施策

【現状と課題】
活気やにぎわいのある官庁街の実現が求
められている。
近江八幡市庁舎整備基本計画では、これ
からの時代を見据えた官庁街のあり方と
して、病院跡地を市民広場として整備す
ることとしている。

【市民広場の基本コンセプト】
○多様な市民の交流や協働を育む創造とつどい
の拠点づくり
○多用途に利用可能な屋外空間づくり

事業施策 新規

所管課 総合政策部 市庁舎整備推進室
【予算額】１２，４７７千円

市民広場整備事業
（財源：その他１２，４７７千円）

【令和６年度の取組】
基本計画策定
〇市民広場のラフプラン作成
〇施設整備の条件整理、整備手法の検討
〇民間活力導入可能性の調査

【目指す姿】
新庁舎整備後の令和９年以降に市民広場
を整備し、新庁舎と連携した利活用によ
り官庁街のまちづくりを進める。
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事業施策

【経過】
平成30年度 ：基本計画基礎調査
令和元年度 ：基本計画策定
令和2～3年度：基本設計作成
令和4年度 ：公告に向けた準備
令和5年度 ：設計施工一括発注方式によ

る入札、実施設計の着手

【目指す姿】
令和８年１月の新庁舎供用開始を目指す。
その後、現庁舎の解体や第２期工事を実施
し、令和８年１２月のグランドオープンを
目指す。

【令和６年度の取組】
実施設計を完成させ、１期工事に着手する。 【整備方針】

○誰もが相談しやすく居心地のよいハートフ
ルな庁舎

○防災拠点機能を有した連携がとれる庁舎
○将来の環境変化に柔軟に対応する持続可能
性の高い庁舎

○機能や性能とコストバランスのとれたコン
パクトな庁舎

事業施策 継続

所管課 総合政策部 市庁舎整備推進室
【予算額】１，２０６，３５８千円

新市庁舎整備事業
（財源：市債１，０１３，６００千円 その他１９２，７５８千円）
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事業施策

【現状と課題】
近江八幡市庁舎整備基本計画において、
既存施設の有効活用の観点から南別館
を庁舎機能の一部として活用すること
としている。
庁舎機能の移転に伴う改修工事を行う
必要がある。

【目指す姿】
新庁舎の1期工事完了後に、南別館の
改修工事を実施する。改修後は、新庁
舎と連携し行政サービスの提供を行う。

【令和６年度の取組】
改修工事の実施設計

事業施策 新規

所管課 総合政策部 市庁舎整備推進室
【予算額】６，４９２千円

市庁舎南別館施設改修事業

（財源：市債５，２００千円 その他１，２９２千円）
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事業施策事業施策 新規

所管課 総合政策部 まちづくり協働課
【予算額】２，５００千円

自治会デジタル化促進事業補助金
（がんばる自治コミュニティ事業）

（財源：ふるさと２，５００千円）

ふるさと応援基金充当
現状と課題
 自治会活動において、役員の事務負担増加や担い手不足
 情報伝達手段や運営方法などがアナログで効率が悪い
 災害時や緊急時の情報伝達がタイムリーにいかない

取組み
デジタル化により自治会役員の負担軽減や自治会活動の効率化を図る
自治会に対して、経費負担を補助する。
 自治会内の情報共有としてのSNSの活用
 自治会役員への情報共有ツールの構築
 会議のペーパーレス化のための自治会館へのWi-fi整備
※PC・プリンター等の既存機器の更新は対象外

効果、目指す姿
 自治会活動の推進や情報伝達の効率化を図ることで、自治会役員
の負担減少

 若い世代の参画により、自治会活動の活性化・持続可能性の向上
 災害時や緊急時でのタイムリーかつ正確な情報発信・情報共有

APP

SNS
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【現状と課題】
安土町下豊浦地先で、安土小学校、地域防災センター（コミュニティセンター）、消防

分団詰所、放課後児童クラブを一体整備する、『安土コミュニティエリア整備事業』にお
いて、策定した構想の具体化に向け、地域防災センターの設計業務を進める必要がある。

事業施策

【取組み】
コミュニティエリア整備のうち地域防災センター（コミュニティセンター）整備に必要

な設計業務を実施する。

【今後の予定】
令和６年 ４月～ プロポーザル方式による

業者選定手続き
７月 優先交渉権者の決定
８月 契約締結、設計業務着手

【効果、目指す姿】
災害に強く、安心して暮らせるまちづくりの推進を図る。

事業施策 新規

所管課 総合政策部 まちづくり協働課
【予算額】２２，８８３千円

安土地域防災センター整備事業

（財源：市債２２，８００千円 その他８３千円）
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事業施策

現状と課題
平成26年導入シアター型VR安
土城上映機器が経年により老朽
化。機器更新に合わせ、ソフト
のシステム向上が必要!

効果、目指す姿
クリアな映像により、来館者の
満足度向上。新シナリオ作成時、
アンリアルエンジンなどハイク
オリティなシステム導入に対応。

取組み
機材の更新及び、映像を４Kに
ヴァージョンアップ。

Before

After

事業施策 新規

所管課 総合政策部 文化振興課
【予算額】２７，４１３千円

ＶＲ安土城上映機器・映像更新
（文化財保存活用事業）

（財源：ふるさと２７，４１３千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

現状と課題
旧近江八幡市・安土町が
設置した文化財説明板
（４０点）は、形体が不
統一なうえ、経年による
劣化が著しく、説明板と
して機能していないもの
が多い。

効果、目指す姿
「地域の宝」としての文化財の価値の
共有及び観光客の満足度の向上。

・市民の歴史・文化財への関心度を高
め、保存・活用の推進に寄与する。

取組み
デザインを統一して、改修・
取替更新

改修・更新が
必要!

事業施策 新規

所管課 総合政策部 文化振興課
【予算額】３，９６０千円

文化財説明板改修
（文化財保存活用事業）

（財源：その他３，９６０千円）

劣
化
し
た
説
明
板
を
一
斉
更
新

（
更
新
後
は
イ
メ
ー
ジ
図
）
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事業施策 新規

所管課 総合政策部 文化振興課

・城郭遺跡として評価の高い八幡山城遺跡を、損なうことなく
保存し、歴史的価値を高めるため、国史跡の指定を目指す。

・史跡指定により魅力が向上した八幡山城を活かして観光資源化を図る。
・地域の文化的価値や魅力向上により、市民の誇りある歴史資産としての意識付けが可能となる。

スケジュール、予算
令和６年度：委員会の設置・開催。

史跡範囲検討し、測量調査範囲決定。総合調査開始。
令和７年度：委員会開催

総合調査及び調査報告書原案作成。
令和８年度：
総合調査報告書刊行。各土地所有者への同意調整。
史跡指定の申請及び意見具申。
文化審議会で審査。

※史跡指定の申請書提出後、文化庁の了解を得れば、保存活
用計画書を策定（委員会含め標準２か年）。
※石垣の修復については、文化庁の了解を得て委員会で整備計
画書の策定。文化庁へ提出

【予算額】２，００２千円

八幡山総合調査事業

仮
称
八
幡
山
城
遺
跡
総
合
調
査
委
員
会

委員会＝調査体制

学識経験者

土地所有者 地元等

文化庁・滋賀県

国５０％ 市５０％負担

財政負担

想定事業費（4千円）
・令和６年度…2,000千円（総合調査）
・令和７年度…13000千円（総合調査 想定）
・令和８年度…20,000千円（指定測量、原稿作成、報告書刊行）指定意見具申
・令和９年度…指定（見込）
・令和９・10年度保存活用計画策定
※但し、文化庁、委員会等の調整で変化有

（財源：国費１，０００千円 一般財源１，００２千円）

今後の経過

庁内関係者

八
幡
山
城
遺
跡

史
跡
指
定
へ
意
見
具
申

国
文
化
審
議
会
諮
問

答
申

告
示

指
定

仮
称
八
幡
山
城
遺
跡
総
合
調
査
報
告
書

史
跡
八
幡
山
城
跡
保
存
活
用
計
画
策
定
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事業施策 文化会館改修事業

現状と課題
文化会館は昭和54年（1979年）に開館し44年が経過し今後20年間利用出来る

よう計画的な改修を実施。課題は、利用のない日時がある等、稼働率が低い現
状の改善。

目指す姿

多くの市民が文化会館（活動拠点）を活用し、文化芸術の人材育成、鑑賞機会に組織
的に取り組むことによって、市民生活が心豊かなものとなり文化芸術創造都市を実現。

取組②

プロジェクトチームによる文化会館のあ
り方・使い方検討

若手の市職員を中心にプロジェクトチームを
結成し活用方法や運営方法についてアイデア出
しを実施。
例えば、
・学校活動利用プログラム（学校等の利用促進）、
・文化会館拠点プログラム（文化会館を拠点とした
演劇、音楽等の演者育成＝鑑賞者増加）

・芸術体験プログラム（芸術体験の機会の創造）
・自己表現プログラム（舞台発表等、自己表現の場を
提供）

取組①

劇場・公会堂としての機能を回復するた
め計画的な施設改修
Ｒ２

高圧受変電設備の改修

Ｒ３～Ｒ５
文化会館固有の設備である舞台照明・舞台機

構の改修

外壁外構、特定天井、エアハンドリングユ
ニット、時代のニーズに応じるトイレ、エレ
ベーター、音響設備、都市ガス切替等の改修

Ｒ６～Ｒ７（債務負担行為済み）

事業施策 継続

所管課 総合政策部 文化振興課
【予算額】５４８，３８３千円

文化会館整備事業
（財源：市債４９１，６００千円 その他５６，７８３千円）
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事業施策

現状と課題
新庁舎におけるネットワーク整備については、
より効率的で無駄のないものとするため、建築
側と密接に連携して進める必要がある。

取組み
令和5年度に業者選定を行い、令和5～8年度に
かけて事業を進める。

スケジュール

効果、目指す姿
ネットワーク設計・構築を一括発注することに
より、建築側と密接な連携による効率的な施工
が期待できるとともに、新しいデジタル技術の
活用・ＩＣＴ環境の実現により、職員の業務効
率の向上、より良い市民サービスの提供が期待
できる。

事業施策 継続

所管課 総合政策部 行政改革課
【予算額】１８４，７２９千円

電算システム整備事業
（財源：市債３２，６００千円 その他１５２，１２９千円）
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1.現状
令和５年3月 近江八幡市観光振興計画を改訂
「近江八幡ならではの魅力」を発信⇒市民・観光客の共感

計画遂行のための実行計画が必要

４.効果、目指す姿
・ウェブサイトの認知度向上
・旅マエ・旅ナカにおける情報発信の強化

「知る」→「行ってみたい」→「行く」

観光入込客数の増加、周遊の拡大
近江八幡ファンを拡大

５.事業の概要（委託）
調査・分析

↳ 目的・場所・属性など膨大なデータを取得分析
観光プロモーション戦略の策定

↳ ターゲット・コンセプト・戦略の作成
※数ある観光資源の中から計画的に情報発信

ウェブサイト構築
↳ SNSとの連動、多言語化、移動手段との連携等

→ユーザー目線を追求し作成

情報発信、プロモーション
↳ ウェブを中心にニーズに対応した情報発信

事業施策

３.取組み
～観光まちづくりの魅力再発見・新発見～
「最新のニーズ × 戦略」によるプロモーション

2.課題
・ユーザーに届く時代に即した観光プロモーション

戦略が必要
・令和７年度の大阪・関西万博に向けた誘客促進

・観光客のニーズ（5w1h)の調査・分析
・調査結果に基づく短期・中⾧期的な観光戦略の策定
・ターゲット設定など戦略的なプロモーション
・多言語対応によるインバウンド誘客

事業施策 新規

所管課 総合政策部 観光政策課
【予算額】２１，８３５千円

観光プロモーション
（観光ブランディング推進事業）

（財源：ふるさと２１，８３５千円）

ふるさと応援基金充当

※シティプロモーション事業とも連携

６.スケジュール（予定）
R６.4:公募型プロポーザル 公告
R６.6:受託事業者の決定 → 調査を開始
Ｒ6.9:戦略の策定・観光事業者協議・ウェブサイト

作成の開始
Ｒ7.３:ウェブサイトの公開
Ｒ7.４:プロモーションの実施
Ｒ7.９:事業完了
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事業施策

目指す姿
・観光客の滞在時間の延⾧
・宿泊者数の増進
・八幡堀の魅力ＵＰ
・地域の賑わいの創出
・ＳＮＳによる拡散

「何度でも訪れたくなる場」
の創出
観光客だけでなく、地元市民
の誇りと満足度を向上させる

整備済区間拡大エリア

白
雲
橋明

治
橋

取り組み
ライトアップのエリアを拡大
（区間:明治橋～新町浜、白雲橋～かわらミュージアム）

現状と課題
・令和4年から白雲橋から明治橋の間のライトアップ
を開始

【アンケート結果】
・地元市民からも好評
（約８割の方が「良い」「大変良い」の回答）
・約4割の方から照明エリアの拡大を望む声あり

スケジュール
令和６年度
・測量調査
・照明デザインの検討
・河川法等の各種手続き
・実施設計

令和７年度
・整備工事、設計監理

事業施策 拡充

所管課 総合政策部 観光政策課
【予算額】７，６２３千円

ライティングプロジェクト推進事業

（財源：ふるさと７，６２３千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

[現状と課題]
書かない窓口システムで作成した住所異動デー
タについて、市民課以外の部署が利活用できず、
氏名・住所などの記入が必要な申請書類に繰り
返し記入する必要がある。

[効果、目指す姿]
手書き時間の短縮と記載の極小化、滞在時間の短縮
を行うことができ、来庁者の利便性向上が見込めま
す。

[取組]
市民課書かない窓口システムの機能を他課（安土未
来づくり課、子育て支援課等）に拡張し、関係課の窓
口において、住所異動のデータ等をシステムを通じて連
携することにより、すでに印字された申請書を出力するこ
とができるもの。

印字された申請書出力

児童手当等ライフイベントに
関連する手続き

転出証明書等

住民異動手続き等

住所異動データ

住民基本台帳
システムデータ

管内データ

令和5年度構築済み

拡充

データを利活用

書かない窓口
システム

読み取り
住民異動届等

出力

書かない窓口
システム

事業施策 拡充

所管課 市民部 窓口サービス準備室
【予算額】９，６２７千円

書かない窓口事業
（財源：ふるさと９，６２７千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

「近江八幡市気候非常事態宣言」において、２０５０年までにCO2排出量を実質ゼロにすることを表明している。脱炭素
社会の実現のためには、省エネルギーの実施は欠かせないものであり、家庭において、消費電力が大きいエアコンや冷蔵
庫等について、一定の基準を満たす省エネ製品への買換えを促進することで、家庭における温室効果ガス排出量の削減を
図り、意識の醸成を目指す。

補助金額
５０千円／件×５００件＝２５，０００千円
※ 本体価格（設置工事の費用、リサイクル費用、消費税及び

地方消費税の額を除く）の2分の１以内
※ 1世帯につき、1回限り５０千円（上限）

対象商品
エアコン、冷蔵庫、冷凍庫
※ 省エネ基準達成率１００％以上の新品に限る

対象者
市内に住所を有する個人
市内の販売店で購入され、自らが居住する住宅に設置（買換え）された方

対象店舗
市内の家電製品販売店に限る
期待される効果
エアコン（１０～１５畳タイプ）で２０１３年型のものを２０２３年型に買換えた場合、年間約５７ｋｇのＣＯ２の

削減が見込まれる。冷蔵庫（４５１～５００ℓタイプ）で２０１３年型のものを２０２３年型に買換えた場合、年間約
１１５ｋｇのＣＯ２の削減が見込まれる。（削減量は一例）

事業施策 新規

所管課 市民部 環境課
【予算額】２５，０００千円

省エネ家電買換え支援補助金
（地球温暖化対策事業）

（財源：ふるさと２５，０００千円）

ふるさと応援基金充当
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あ

＜現状＞
観光客等を迎え入れる本市の玄関口の一つ、ＪＲ近江八幡
駅の南口及び北口には、それぞれ１カ所公衆トイレがある。

＜目指すべき姿・効果＞

車いす利用者、高齢者等利用者の持つ特性や性別、年齢
等に関わらず、気兼ねなく安全、快適に利用できるトイ
レの整備を主目的とし、２０２５年開催の「国スポ・障
スポ」までにお客様を迎え入れる玄関口にふさわしいト
イレを整備したい。

＜課題＞
⑴車いす利用者が使用できるトイレは北口のトイレのみ
⑵北口トイレには洋式便器はあるものの、和式便器が主体で利
用者負担が大きい
⑶南口トイレにいたっては男女共用であるものの、実質、男性の
みが利用している状況
⑷したがって、南口には車いす利用者や女性が安心して使用で
きるトイレがないため整備が急務

北口トイレ

南口トイレ

南口トイレ
新設場所

事業施策 新規

所管課 市民部 環境課
【予算額】４，５１７千円

公衆便所整備事業
（財源：ふるさと４，５１７千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

【現状と課題】
・8050問題やダブルケア、ヤングケアラーなど、家族内に複数の課題を抱える福祉の相談支援が増えて
おり、分野別の制度や組織体制では対応が難しく、所属を超えた連携・情報共有が必要。
・包括的な相談支援を行うために、乳幼児期から高齢者までのライフステージに応じた支援状況を所属間
で連携・情報共有するしくみが必要。
・各所属では紙媒体で相談記録を作成・供覧・保管している。情報共有のため、相談履歴の有無を確認す
るだけでも時間がかかり、スムーズな連携の障壁となっている。

【効果、目指す姿】
日々多く作成する相談記録の作成・保
管を電子媒体で行い、所属を超えて相
談履歴の有無を共有することにより、
分野の異なる所属同士の連携を行いや
すくし、切れ目のない包括的な相談支
援体制づくりを目指す。

【取組み】
福祉分野の相談支援を担う所属が共通
して使用できる相談支援システムを導
入し、相談記録作成・保管の効率化と
所属を超えた相談履歴の共有を図る。

事業施策 新規

所管課 福祉保険部 福祉政策課 【債務負担行為】５４，５４０千円（期間：令和７年度）

福祉相談支援システムの導入
（福祉事務事業）
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事業施策 近江八幡市高齢者補聴器購入費助成事業【新規】

＜現状と課題＞
難聴が認知症のリスク因子であることが明らか

だが、日常会話が困難とされる中程度（右図参
照）の難聴には補聴器に対する支援がない中、認
知症患者は増加している。
認知症患者（推計値）
Ｈ27：525万人
Ｒ 2：631万人

＜効果、目指す姿＞
①認知症の進行を早期に予防
補聴器の利用により、聴力低下に伴う認知機能
の低下を予防し、住み慣れた地域で永く生活でき
る。

②聴力が低下している高齢者の社会参加を
促進
補聴器により円滑なコミュニケーションが確保さ
れ、地域活動に参加しやすくなり、閉じこもりや
孤立を防止できる。

＜目的＞
難聴のある高齢者が補聴器を購入しやすくなる

よう、市が補聴器の購入費用を一部助成すること
で、補聴器の利用を促し、認知症の進行を予防す
る。

約1.2倍

＜予算＞ 市内在住65歳以上の者
・助成金額：20,000円/人
・見込人数：75人

20,000 円×75人＝1,500,000円（年間）

50dB

90dB

補
聴
器
利
用
が
推
奨
さ
れ
る
聴
力

＝
40
㏈
以
上

両耳が70dB以上
片耳が90dB以上、
もう片耳が50dB以上

本事業で対象の聴力
（予定）

障害者支援法により支援される聴力の範囲
（障がい福祉課で実施）

0dB

70dB

40dB

90dB

70dB

片耳が40～90dB、
もう片耳が40～70dB

0dB 0dB

事業施策 新規

所管課 福祉保険部 長寿福祉課
【予算額】１，５００千円

高齢者補聴器購入費用助成
（高齢者生活支援事業）

（財源：ふるさと１，５００千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

現状と課題
市民共生センターは平成１６年（２００４年）６月に開館し１９年が経過しており、高圧設備
機器等の老朽化に伴う更新、また照明器具の水銀灯からLED化の実施の必要性が生じている。
令和７年度からの指定管理制度の導入に向けて施設の整備及び改修を行う。

効果、目指す姿
障がい児者や高齢者の健康増進や自立支援を図るための自主事業を実施するとともに、障がい
児者が気軽に集いスポーツを楽しんだり交流を深めたりすることができる居場所づくり事業を
実施することにより、今後は障がい児者の余暇及び交流の拠点としての機能を担う。

取組み
福祉施設としての機能を回復するための施設改修
・老朽化に伴う高圧設備機器及び施設設備の改修

照明器具の入れ替えによるコストの削減
・照明器具を従来の水銀灯からLEDに入れ替えることで、
年間の電気料金が約１５３千円削減される。

事業施策 新規

所管課 福祉保険部 障がい福祉課
【予算額】１９，６５７千円

市民共生センター整備事業

（財源：市債８，１００千円 ふるさと１１，５５７千円）

ふるさと応援基金充当
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あ事業施策 新規

所管課 子ども健康部 幼児課 【予算額】６４３，４６２千円

北里学区認定こども園施設整備事業

（財源：国費４２，０４５千円 市債３８０，７００千円 ふるさと２１７，８２７千円 一般財源２，８９０千円）

ふるさと応援基金充当
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あ事業施策 新規

所管課 子ども健康部 幼児課
【予算額】２３，９１４千円

公立就学前施設大型遊具更新
（公立認定こども園・保育所施設整備事業、幼稚園施設整備事業）

（財源：県費３，６７４千円 ふるさと２０，２４０千円）

ふるさと応援基金充当
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現状と課題
子ども食堂は、近江八幡市内に15箇所あるが、そのほとんどがボランティアとして活動されている。国では子どもの第

３の居場所として認識され、食堂としての機能だけではなく、勉強や遊びの場となる居場所としての機能が期待されている。
子ども食堂の立上げ時は県社協から、１０万円の支援があるが、その後の運営や勉強を教えたりするような機能拡充に対

する補助はなく、また開催頻度も月1回程度の場合が多く、頻回ではない。
令和4・5年度は物価高騰対策として臨時的に支援を行ったが、令和6年度以降、開催数を増やすことや、勉強を教えるこ

と、小さな子でも楽しみながら来れるなど食堂もふくめた居場所としての機能を強化する事業拡充に対し支援を行いたい。

事業施策

効果・補助金額・実施期限
これまで物価高騰対策として、令和４年度５万円、令和５年度１０万円を支援してきたが、支援金を受けた事業者から、

支援のお陰で回数を増やせた、等の意見をいただいた。多くの食堂は月に１回程度の開催が多いが、回数を増やしたり、食
堂以外の部分（勉強を教える・紙芝居・絵本を充実など）にも力を入れたいと考えておられ、それらに対し支援を行う。1回
の開催につき1万円を支援(年24回を限度)する。 実施期限については３年間とし、毎年度効果を検証する。

開設時 県社協から10万円
補助
(市内の子ども食堂15か所(休
止１ヶ所)が県社協で登録)

開催回数を増加させることや、勉強を教える活
動、幅広い年齢層に来てもらえる事業拡充のた
め１回の開催につき支援を実施

事業施策 拡充

所管課 子ども健康部 子育て支援課
【予算額】３，３６０千円

子ども食堂支援事業
（財源：ふるさと３，３６０千円）

ふるさと応援基金充当
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目的と効果
乳児（０歳児）のいる家庭におむつ等の育児用品の配布を行い、その際子育家庭への見守りや声掛けを実施し、子育て不

安の解消や家庭が必要とする市の子育て支援サービスへつなぐことを目的とするとともに、経済的負担の軽減を図る。
現在の子育て支援施策は申請主義の事業が多く、乳幼児全戸訪問などのアウトリーチ型の訪問事業もあるが、定期的・継

続的に訪問する事業はない。本事業は乳児がいる家庭に子育て経験のある配達員が、毎月定期的におむつ等の育児用品を配
達し、子育て家庭の見守りや声掛けを実施、子育てに関する悩みや不安の聞き取りを行い、必要な市の施策につなげられる
ことが効果として期待できる。また、必要に応じて市の職員・専門職が訪問に同行することにより親子の孤立化を防ぎ、児
童虐待防止の効果も期待できる。
本事業を先行導入している市の利用状況は対象者の内８割から９割の方が利用しており、非常に利用率の高い事業となっ

ている。
また子育て支援の一環として、おむつ等を捨てることを想定し環境課と連携のうえ市の指定ごみ袋を年１～２回程度おむ

つ等とともに宅配する。

事業施策

事業開始は令和６年度から
対象者については、年間約６００人を想定

必要経費
令和５年度:６，６４８千円
（配送先管理のためのシステム開発、車両確保 (リース) ・ラッピ
ング経費、パンフレット作成等）

令和６年度 :３３，４２１千円
令和７年度以降:２１，３４９千円
（配送スタッフ・コールセンターに係る人件費、車両リース料、燃
料費、パンフレット作成、支給対象品に係る実費等）

配達時に見守り・
声掛けを実施

市役所情報連携・必要に
応じ施策に繋ぐ

必要に応じ市の
専門職が訪問
（配達に同行す
ることも可）

事業施策 継続

所管課 子ども健康部 子育て支援課
【予算額】３３，４２１千円

乳児おむつ等支給子育て支援事業

（財源：県費１５，０７１千円 ふるさと１８，３５０千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策 新規

所管課 子ども健康部 子育て支援課
【予算額】５，７５３千円

安土こどもの家整備事業

（財源：その他５，７５３千円）
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事業施策

現状と課題
少子高齢化・地域のつながりの希薄化等により、子育て不安や孤立化、子育て負担が増加している。妊娠期

から子育て期の世帯の情報収集手段はスマートフォンが主流となっていることから、妊娠中から子育て期まで
の健康や成⾧の記録や予防接種のスケジュール管理、妊娠や子育てに関する情報が、スマートフォンで適宜入
手できることで、子育ての不安や負担を軽減する。
乳幼児健診では、紙の問診票や母子手帳を媒体として使用しているが、個人情報の管理や、保護者・行政の

手間や紙を削減するために、乳幼児健診をデジタル化することで、簡単便利でスピーディな支援を可能とする。

妊娠・子育ての支援
母子健康手帳を補完

妊娠中の健康記録・子どもの成長
記録・成長を自動でグラフ化・
データーのバックアップ

簡単・便利に管理

忙しい子育てをスマートフォンで便利
に

予防接種スケジュールの管理・妊婦健
診・乳幼児健診のスケジュール管理

家族・地域で支援

記録の家族共有、父親・祖父
母の子育て参加促進
子育てイベントの情報配信

乳幼児健診のデジタル化でス
ピーディな支援

デジタル受診票で簡単入力、

健診結果がアプリに自動反映、
ペーパーレスで職場すっきり

効果

取り組み
妊娠・出産・子育て期を、市民が無料で利用できるスマートフォン向けアプリで支援

事業施策 新規

所管課 子ども健康部 健康推進課
【予算額】４，９１８千円

子育て支援アプリの導入
（母性育成指導事業）

（財源：国費２，４５９千円 ふるさと２，４５９千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

目的・内容
育児の支援者がなく、産後の疲れや育児不安のある産婦が、医療機関等に宿泊・
通所・訪問により、心身のケアや乳房ケア(乳房マッサージや授乳方法の相談等)、
育児のサポートを得るための「産後ケア事業」の自己負担金の減額により利用者
の経済的負担の軽減を図る。

産後の心身の疲れや授乳・育児の悩みを解消し、安心して子育てができる

現行
（１回利用料）
宿泊型 6,000円
通所型 3,000円
訪問型 1,000円

R6年度より
（１回利用料）

宿泊型 3,500円
通所型 1,500円
訪問型 500円

全ての産婦に対す
る利用料を減免

事業施策 拡充

所管課 子ども健康部 健康推進課
【予算額】２，７５１千円

産後ケア事業の充実
（母性育成指導事業）

（財源：国費１，３７５千円 一般財源１，３７６千円）
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妊産婦への健診費用助成額
（上限）

現行
妊婦健康診査 1回 3,360円
産婦健診 1回 3,500円

拡充後
妊婦健康診査・産婦健診

1回 5,000円

事業施策

近年、診療報酬の引き上
げにより、自由診療であ
る妊婦健康診査等費用も
上昇の傾向

妊産婦の
経済的負担の軽減

妊婦健康診査・産婦健診
にかかる費用の公費負担
額を増額

現
状

取
組
み

効
果

多胎妊婦さ
んの追加受
診券５回分も
引き上げ！

事業施策 拡充

所管課 子ども健康部 健康推進課
【予算額】６６，３３９千円

妊婦健康診査等の公費負担額の拡充
（母性育成指導事業）

（財源：国費１，７６２千円 その他６４，５７７千円）

-35-



事業施策

現状と課題
【現状】近年、夫婦の４.４組に１組が不妊治療を経験しており、令和４年度より特定不妊
治療（体外受精・顕微授精）が保険適用になったことで、関心が高まってきている。
特定不妊治療では、妊娠率をより向上させるため先進医療を併用することが多く、治療法
によっては約８割が併用しているものの、先進医療は保険適用外のため全額実費となり、
経済的負担は継続している。

【課題】妊娠する確率は年齢にもよるが、1周期で2～3割程度であり、
何回も治療を繰り返すことが多く精神的・身体的・経済的な負担が大きい。

取組み 先進医療にかかる治療費の上限５万円を助成

最
大
６
回

先進医療費
全額自費 先進医療費の

負担軽減

目指す姿

先進医療を取り入れるハードルを下げ、より子どもを授かる方を増やす

治療法の説明

事業施策 新規

所管課 子ども健康部 健康推進課
【予算額】３，６００千円

不妊治療（先進医療）費の助成
（特定不妊治療費助成事業）

（財源：ふるさと３，６００千円）

ふるさと応援基金充当
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あ

現状と課題
・武佐学区については、無医地区および無医地区に準ずる地区ではないが、市内の他学区に比べて周辺に
医療機関が少なく、診察や治療のできる診療所等を望む声が多い。
・武佐学区に設置している「０次予防センター」の実施事業の中に「まちの保健室事業」として、看護師
が常駐し健康機器による測定・健康相談等を実施しているが、より高度な専門的相談に対して、医療の
必要性の判断や、専門的な医療につなぐための機能が必要である。

効果、目指す姿
・医療機関の少ない地区に診療所を開設し医療
を確保することで、早期発見と早期治療がで
き市民の健康と重症化予防につなげる。
・健康なまちづくりを推進する拠点として整備
した「０次予防センター」に医療が加わるこ
とで、健康寿命の延伸をはじめ、健康はちま
ん２１プランで目指す「人がやさしく支えあ
い、健康でいきいきとくらせるまち近江八幡」
を実現する。

取組み
・０次予防センターの２階を改修し診療所として開設する。
（診療所開設 Ｒ６年１０月～ 月・金・午後予定 医師は総合医療センターより）

改修工事等

医療機器等
備品購入費

１３，５９６千円

１１，５１４千円

事業施策 新規

所管課 子ども健康部 健康推進課
【予算額】２５，１１０千円

０次予防センター整備事業

（財源：ふるさと２５，１１０千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

背景

今後メンテナンスだけでは安全安心な運転ができない
現状と課題

・安全性が向上し故障による停止時間が短縮できるため、利用者への影響が少なくなる
・最新駆動機は従来型より約２０％電力が低減でき省エネ性がアップする
・デザイン性も優れイメージアップにつながる

取組み
安全面・環境面・コスト面に配慮した駅北口
エスカレーター改修を実施

期待できる効果

・トラス・レール等を流用改造
・駆動機、ステップ、手摺は更新
・照明のLED化、自動安全装置の新設

・故障による運転停止回数が増加
・手摺ベルトの劣化、壁面にキズがある
・設備ピットが雨水により浸水する

R6.4月 R6.10月 R7.3月

設計 工事

工事費 ４８，７３０千円
設計費 １，８７０千円

総事業費 ５０，６００千円

工事内容とスケジュール

既設エスカレーター

排水ﾋﾟｯﾄ内

手摺

市内３駅のエレベーター、エスカレーターを安全な状態に維持するため、毎年点検業者と委託契約を
結び適切なメンテンナンスを行っています。
近江八幡駅の乗車人数は２万人/日を超えている中、駅北口エスカレーターは平成２年から供用開始し

てから３３年が経過しており、（一社）日本エレベーター協会では、主要な装置の耐用年数は概ね２０
年とされている。

事業施策 新規

所管課 都市整備部 土木課
【予算額】５０，６００千円

駅舎エスカレーター改修
（施設維持補修事業）

（財源：ふるさと５０，６００千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

１.事業目的
・市⾧が掲げる重点施策にある「都市公園の特色ある再整備」と令和4年度に策定した公園施設⾧寿命化計画に基づき、第一弾の再
整備地として中村児童公園全体の再整備を行うことで、特色ある公園かつだれもが利用しやすい安全で快適な公園づくりを行う。

４.整備手法
・市内子育て支援団体や子育てサークル、地元自治会等からワークショップ等を通じて聴衆した意見を企画課でまとめた再整備案を
基に、コンサルに設計を発注。
・完成した設計を基に、国の交付金を活用しながら整備を行う。

２.現状と課題
・遊具の老朽化が激しい。
・トイレの故障により現在使用不可の状態。
・駐車場がなく路上駐車が問題。

３.効果
・遊具やトイレ等、公園施設を新たに整備することで安全
に利用できる。
・駐車場整備により路上駐車改善。
・特色ある公園づくりにより利用者の満足度UP。

５.市内子育て支援団体及び地元自治会からの
再整備案
【市内子育て支援団体からの再整備案】
・駐車場設置
・管理棟設置
・オムツ替え・授乳スペースの設置
・水辺空間設置（遊び場としての噴水等） 等
【地元自治会からの再整備案】
・公園内に遊歩道の設置
・運動場部分の芝生化
・遊具の新設及び健康遊具の設置
・屋根付きのベンチの設置
・かまどベンチ等災害時に転用できる設備 等

現況写真（中村児童公園）

（位置図）

事業施策 継続

所管課 都市整備部 都市計画課
【予算額】１８７，６５０千円

都市公園施設⾧寿命化整備事業

（財源：国費３０，０００千円 市債２７，０００千円 ふるさと１３０，６５０千円）

ふるさと応援基金充当
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【現状と課題】
安土町下豊浦地先において、安土小学校、地域防災センター（コミュニティセンター）、

消防分団詰所、放課後児童クラブを一体整備する、安土コミュニティエリア整備事業に
おいて、策定した構想の具体化に向け、手続きを進める必要がある。

事業施策

【取組み】
用地取得、及び用地造成やインフラ整備等に必要な設計業務を実施する。

【今後の予定】
令和６年度 収用事業認定、用地取得

エリア整備に必要な設計
令和７年度～ 造成工事
令和８年度～ 建築工事

用地取得費 280,464千円 設計業務委託 49,348千円(R6） 78,248千円（R7債務負担）

【効果、目指す姿】
一体的な整備により、各施設が抱える課題の解決を図るとと

もに、災害に強いまちづくりを推進する。

事業施策 継続

所管課 都市整備部 安土コミュニティエリア整備推進室
【予算額】３４１，１７０千円

安土コミュニティエリア整備事業

（財源：市債２４４，５００千円 その他９６，６７０千円）
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事業施策

・漁業従事者を含む島民の高齢化と人口減少に
よる地域活力の低下

・湖魚取引価格の低迷による漁業所得の減少
・観光客が増加する一方で、特産品販売施設や
レストランが未整備で経済効果が低い

・漁業会館の老朽化と耐震性能の不足

・漁業施設機能と観光需要に調和した改修を行うことにより、 6次産業化による湖魚の付加価値
向上と湖魚の消費増進（認知度向上と販路拡大）、都市住民との交流促進を図る

・沖島の価値や魅力を生かしながら、漁業会館を核とした漁村のにぎわいと活力を創出することに
より、若者の定着による漁業従事者の確保が図られ、有人離島として維持・発展が期待できる

漁業所得向上による水産業の発展と沖島離島振
興を目的として、加工施設やレストランの整備、
耐震化等を行う施設整備事業に対し、補助金を
交付する
【補助金交付先】沖島漁業協同組合

整備イメージ図

整備スケジュール
令和6年度

業
者
選
定

実
施
設
計

基
本
設
計

業
者
選
定

改
修
工
事

竣
工(

3
月
）

令和7年度

補助金交付(第1期) 補助金交付(第2期)

事業施策 新規

所管課 産業経済部 農業振興課 （総合政策部企画課） 【予算額】９，１８７千円

沖島漁業会館整備補助事業

（財源：県費４，７６６千円 市債４，４００千円 一般財源２１千円）

現状と課題

内 容

効果、目指す姿
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事業施策

【現状と課題】
西の湖はここ数年、アオコの大量発生
など水質が悪化している。

【効果】
西の湖についての基礎資料を収集する
ことで、水質改善のための方向性を検
討できる。

【取組み】
西の湖及び流入河川の複数の地点にて
水位・水質・流入水量等の調査を行う。

アオコの発生した西の湖

アオコのない西の湖

「近江八幡の水郷」の中心である西の湖の水質改善を目指す。

事業施策 新規

所管課 産業経済部 農村整備課
【予算額】１４，０００千円

西の湖流量・水質調査
（土地改良事業）

（財源：ふるさと１４，０００千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

【目的】
１．2050年カーボンニュートラ
ルの実現に向けた脱炭素の推進

２．老朽化した照明設備の更新
による維持管理費の削減

【整備手法】
・整備と保守を合わせた賃貸借契約により、全校一斉に校舎内の照明整備を行う

（LED照明整備済、改築、大規模改修が予定されている学校を除く１１校が対象）
・賃貸借期間 令和６年１０月～令和１６年９月を想定（１０年間）

【現状と課題】
・大半の学校が蛍光灯照明設備を使用して

おり、機器の老朽化が進んでいる
・蛍光ランプの製造業者が限られ、今後高価

かつ入手が困難になることが予想される
・ランプの取替作業による学校現場の負担
・全校一斉に整備する場合、導入費用が多額

となる

【効果】
・本市が目指す脱炭素まちづくりの推進に

つながる
・消費電力の低減による維持管理費の削減
・保守を含めた整備により、ランプ交換が

不要となる
・賃貸借契約により支出の平準化を図る

年間CO2排出量
約150 t 削減

CO2排出削減量 t/年 推定

事業施策 新規

所管課 教育部 教育総務課
【予算額】７，０５８千円

（財源：ふるさと７，０５８千円）

ふるさと応援基金充当

小中学校LED照明整備
（小学校脱炭素推進事業、中学校脱炭素推進事業）
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【現状と課題】
安土町下豊浦地先において、安土小学校、地域防災センター（コミュニティセンター）、

消防分団詰所、放課後児童クラブを一体整備する、安土コミュニティエリア整備事業に
おいて、策定した構想の具体化に向け、小学校の設計業務を進める必要がある。

事業施策

【取組み】
コミュニティエリア整備のうち小学校整備に必要な設計業務を実施する。

【今後の予定】
令和６年 ４月～ プロポーザル方式による

業者選定手続き
７月 優先交渉権者の決定
８月 契約締結、設計業務着手

【効果、目指す姿】
安全・安心で豊かな教育環境の整備・充実を図る。

事業施策 新規

所管課 教育部 教育総務課
【予算額】６８，０６３千円

安土小学校施設整備事業

（財源：市債３５，７００千円 ふるさと３２，３６３千円）

ふるさと応援基金充当
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【現状と課題】
八幡西中学校は昭和５６年に建築されてから４０年以上経過しています。老朽化の進

行により雨漏りや外壁のひび割れ、給排水設備の腐食による漏水等、多くの不具合が発
生しており、施設の計画的な更新や維持が求められれています。

事業施策

【取組み】
⾧寿命化改修工事に向けて実施設計

業務を実施する。

【今後の予定】
令和６年度４月～ 設計着手
令和７年度中 工事着手

【効果、目指す姿】
単純な既存施設の改修工事だけでは

なく、教育内容の変化や学習環境に対
応した施設整備、バリアフリーに配慮
した施設整備により誰もが利用しやす
い学校施設となります。

事業施策 継続

所管課 教育部 教育総務課
【予算額】６７，１４８千円

八幡西中学校施設整備事業

（財源：市債３５，２００千円 ふるさと３１，９４８千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

効果、目指す姿
〇多様な学びの場が安定的に確保され、困難を抱える子どもが孤立せず、学校内外の相談・支援機関
とつながり、子どもや保護者のニーズに応じて必要な支援を受けることができる。
＊令和4年度諸課題調査 『不登校児童生徒のうち学校内外の相談・支援機関とつながっていない児童生徒の割合』
本市 （小学校）２割 （中学校）３割 【 国 （小学校）３割 （中学校）４割 】

義務教育段階における普通教育に相当する教育機会確保法（一部抜粋）
第五条 地方公共団体は、教育機会の確保等に関する施策について、当該地域の状況に応じた施策を策定し、実施する責務
を有する。
第十三条 地方公共団体は、不登校児童生徒が学校以外の場において行う多様で適切な学習活動の重要性に鑑み、不登校
児童生徒の状況に応じた学習活動が行われることとなるよう必要な措置を講ずる。

（学校外公設）
にこまるルーム

（学校内）
教室やＳＳＲ等

（自宅等）
にこまる訪問
オンライン学習

（学校外民間）
フリースクール

～多様な学びの居場所～
保護者の経済的負担を軽減→フリースクール等民間施設利用児童生徒支援補助金（R5から実施)

安定的・持続的な運営・活動の支援→フリースクール等民間施設運営支援補助金

【補助対象経費】
・職員人件費
・講師謝金、旅費

・印刷製本費
・光熱水費、通信費
・賃借料（児童生徒が使用
する施設、建物）等

【補助対象施設】
＊以下の要件をすべて満たす
①市内に所在し、前年度までに認
定されている。
②複数の市内在住の児童生徒を
受け入れている。
③指導に必要な職員を複数人有
している。

【補助率・限度額】
・補助率は、補助対
象経費の実支出額
の２分の１以内とす
る。
・補助額は、１施設あ
たり年間 2,000,000
円 を限度 とする。

※詳細は補助金交付要綱で別に定める

事業施策 新規

所管課 教育部 学校教育課
【予算額】６，０００千円

フリースクール等民間施設運営支援補助金
（教育支援ルーム運営事業）

（財源：ふるさと６，０００千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

現状と課題
●小学校において不登校児童が年々増加しており、また全国平均と比べても高い割合である。

令和４年度 不登校児童の在籍割合 （本市）２．１％ （全国公立小）１．７％
●登校するものの、教室に入れない子や入りづらい子、また教室にいるのがしんどい子がいるが、学校組織上の課
題から十分な支援を行えず、不登校の状況になる子どもたちが一定数いる。

効果、目指す姿
〇不登校になる前に、子どもに寄り添った個別の支援を行い、子どもの心身の不調を改善させることができる。
○ＳＣやＳＳＷ、訪問教育相談員とチームで支援も行え、保護者とも連携する中で、包括的に課題の改善が図れる。

小学校に

スペシャルサポートルーム
(SSR)の設置

～子どもの多様な学びの居場所～
（学校内）
教室・ＳＳＲ・保健室・放課後登校

（学校外）
にこまるルーム・にこまる訪問
フリースクール等民間施設
自宅でのオンライン学習

スペシャルサポートルーム
★専任の支援員が常駐
（例）毎日9:00～13:00開室

＊行きたいときに行ける
＊話を聞いてもらえる
＊ひとりになりたいときになれる
＊静かな場所で落ち着ける

マナビイ（教育支援センター）

訪問教育相談員 保護者

■スクールカウンセラー
■スクールソーシャル
ワーカー

■学級担任等教員
■養護教諭
■スクーリングケアサ
ポーター（大学生等）

～こんな場所に～
＊教室復帰のみをめざさない
＊居場所＋自立に向かう場に
＊相談する力やＳＯＳを出せ
る力をつける
＊自分の良さや強みを知り生
かす場に

事業施策 新規

所管課 教育部 学校教育課
【予算額】９，８１２千円

スペシャルサポートルーム運営事業

（財源：県費３，８２５千円 ふるさと５，９８７千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策

現状と課題
令和5年4月1日にこども家庭庁が創設され、次代を担
う子どもたちが絶え間ない変化の時代を自立して生き
抜く力を養うことが出来るよう、子どもの意見を表明
する機会・多様な体験活動に参画する機会の確保の方
針が示された。これを踏まえ、本市においても子ども
の豊かな体験活動を推進する必要がある。

効果、目指す姿
子どもたちが地域住民との交流の中、多様な体験活動
を経験することで、一人一人異なる⾧所を伸ばし、特
技を磨き、才能を開花させ、地域社会の未来を切り開
く力を身につけることが期待できる。

取組み
市内在住の小学生から中学生までの児童・生徒が１０
名以上参加し、地域住民の協力を得ながら児童・生徒
が主体的に取り組む活動を実施する団体・グループ等
に対して、体験活動の一部を助成する。

対象となる体験活動

キャンプ・自然観察などの自然体験活動

料理教室、宿泊体験などの生活体験活動

しめ縄作り、太鼓などの伝統文化の継承体験活動

科学、工作体験活動

音楽演奏、美術体験などの文化芸術体験活動

地域の資源・人材を活用した郷土愛を育む活動

内容
・補助金額は、1団体につき、年間事業費のうち補
助対象経費の4分の３以内で、かつ限度額２０万円。

・補助対象経費は、報償費・需用費（消耗品費、印
刷製本費、材料費）使用料・賃借料・役務費。

事業施策 新規

所管課 教育部 生涯学習課
【予算額】３，０００千円

こども体験推進事業補助金
（社会教育関係団体育成事業）

（財源：ふるさと３，０００千円）

ふるさと応援基金充当
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事業施策 新規

所管課 教育部 スポーツ課

現状と課題
近江八幡市スポーツ推進計画のもと、市民の健康維
持・増進、心身の健全育成や体力向上を図ることに取り
組んできた。新型コロナウイルス感染症の拡大によりス
ポーツを取り巻く環境は著しく変化したが、『健康で生き
生きとしたおうみはちまん』を目指すため、老朽化が進
む社会体育施設における備品の修繕・更新が必要不可
欠である。
令和４年度より様々な活動が再開され、市や学区、自
治会、学校単位での事業が増加したことに伴い、備品
の貸し出しが増大したことに加え、2025年の「わた
SHIGA輝く国スポ・障スポ」開催にも対応できる備品の
整備が急務である。

効果、目指す姿
老朽化が進むスポーツ施設の備品の充実を図ること
により、市民が安心・安全に利用できる施設を提供する。
これにより、市民のスポーツの機会の創出と青少年の
健全育成、さらには競技力の向上により本市から高い
レベルで競える選手の排出が期待できる。
また、昨今の課題となっている熱中症対策の効果も期
待できる。

事業内容
・サッカーゴール
運動公園グラウンド 一般用
安土文芸の郷公園グラウンド ジュニア用

・コートベンチ
運動公園グラウンド
安土文芸の郷公園テニスコート

・集会・イベント用テント

・熱中症対策 ミストファン

・安土大中グラウンド電波時計

・監視カメラ

【予算額】９，５７４千円
（財源：ふるさと９，５７４千円）

体育施設防犯カメラ増設・備品の更新
（社会体育施設整備事業）

ふるさと応援基金充当
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わたSHIGA輝く国スポ・障スポ近江八幡市実行委員会

令和７年開催の国スポ・障スポの準備、運営のために設置された実行委員会に対し、市は必要な経費を負担する。
実行委員会では、広報啓発、先催大会の視察等による調査研究、大会に関連する運営計画等の策定を行う。
そして、令和６年度はバレーボール・ハンドボール・トライアスロン・綱引のリハーサル大会を開催する。

競技運営(リハーサル大会)

令和７年の本大会に向けて４競技にて
リハーサル大会を開催する。
６月 綱引
８月 ハンドボール
９月 バレーボール

トライアスロン

先催事例：唐津市トライアスロンリハーサル大会

調査研究

先催の大会を視察し、情報を収集し、
調査研究を行う。
これまで令和４年は栃木県、令和５年
は鹿児島県の視察を行っており、令和
６年は佐賀県での大会を視察する。

燃える感動かごしま国体視察

会議・各種事務

実行委員会は、総会、常任委員
会ならびに専門委員会を開催し、
大会に関連する運営計画等を策
定する。事務局において、予算、
決算、契約、財務等、適切に事
務を行う。 ラッピングカー

広報啓発

国スポ・障スポに向けた機運醸成の
ため、開催〇〇〇日前記念等の啓発
イベントの実施や、各所に設置する
看板・のぼり等の広告物の制作、う
ちわやトートバッグ等のノベルティ
の作成等を行う。

８００日前広報イベント

【目的】令和７年の国スポ・障スポ大会を円滑に運営すること。

事業施策事業施策 継続

所管課 教育部 国スポ・障スポ推進課
【予算額】１９７，２３３千円

（財源：県費６２，９９２千円 一般財源１３４，２４１千円）

第７９回国民スポーツ大会運営準備事業
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現状と課題

【運動公園野球場・駅南総合スポーツ施設】

両施設とも当初建設後相当年数経過しており、施設の老朽化が
著しい。国民スポーツ大会の開催に向け、施設基準のクリア、利

用上の安全対策不備、制限制約や設備機能不足の解消が喫緊の課
題となっている。

効果、目指す姿

第７９回国民スポーツ大会の施設基準を満たすとともに、大会後
も引き続き市民が安全で快適に利用できる。また、国民スポーツ
大会開催を契機として市民生活に多様な形で持続的効果が生み出
され、いわゆる〝国スポレガシー〟の効果が期待できる。

取組み

【運動公園野球場】 【駅南総合スポーツ施設】
スコアボード 床改修（スポーツフロア化）
防球フェンス（硬式利用可） トイレ洋式化
内外野グラウンド人工芝化
本部棟等の改修
夜間照明灯等の新設等

ほかに、運動公園体育館・あづちマリエートの修繕的改修を実施

運動公園野球場【完成イメージ】

駅南総合スポーツ施設(サン・ビレッジ近江八幡)【現況】

事業施策事業施策
継続

所管課 教育部 国スポ・障スポ推進課 【予算額】５８８，６６８千円

第７９回国民スポーツ大会施設整備事業

（財源：国費１５１，３９７千円 市債３１０，６００千円 ふるさと２８，７８４千円 その他９７，８８７千円）

ふるさと応援基金充当
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主な事業の一覧

上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい

事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

北里学区認定こども園
施設整備事業

待機児童増加を最小限に抑える
ため、北里学区に認定こども園
を設置

- 643,462 42,045 380,700 217,827 217,827 2,890 ① P.28

公立認定こども園・保
育所施設整備事業

公立認定こども園・保育所の大
型遊具更新事業

- 9,273 - - 9,273 9,273 -
① P.29

【-】 【 25,641】 【-】 【-】 【 25,641】 【 25,641】 【-】

幼稚園施設整備事業 公立幼稚園の大型遊具更新事業
- 14,641 3,674 - 10,967 10,967 -

① P.29
【-】 【 45,030】 【 3,674】 【-】 【 41,356】 【 41,356】 【-】

乳児おむつ等支給子育
て支援事業

0歳児のいる家庭へ見守りとお
むつ等の育児用品の配布を行う - 33,421 15,071 - 18,350 18,350 - ① P.31

安土こどもの家整備事
業

安土こどもの家の整備にむけた
設計を実施 - 5,753 - - 5,753 - - ① P.32

母性育成指導事業
子育て支援アプリの導入、産後
ケア事業の充実、妊婦健診時の
公費負担を増額

63,203 74,008 5,596 - 2,459 2,459 65,953 
① P.33,

34,35【 70,934】 【 82,097】 【 11,758】 【-】 【 2,459】 【 2,459】 【 67,880】

特定不妊治療費助成事
業

不妊治療における先進医療の治
療費を助成

- 3,600 - - 3,600 3,600 -
① P.36

【 2,000】 【 3,800】 【-】 【-】 【 3,800】 【 3,800】 【-】

小学校脱炭素推進事業 小学校施設のLED照明整備 - 5,599 - - 5,599 5,599 - ③ P.43

中学校脱炭素推進事業 中学校施設のLED照明整備 - 1,459 - - 1,459 1,459 - ③ P.43

(１)創造性が豊かで行動力があり、地域を担い未来へ通じる「人」を育みます
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（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい
上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

安土小学校施設整備事
業

安土小学校整備にかかる業者選
定および設計の実施 - 68,063 - 35,700 32,363 32,363 - ① P.44

八幡西中学校施設整備
事業

八幡西中学校の⾧寿命化整備に
かかる設計の実施 17,477 67,148 - 35,200 31,948 31,948 - ① P.45

教育支援ルーム運営事
業

フリースクールの運営に対し補
助金を交付

- 6,000 - - 6,000 6,000 -
① P.46

【 12,439】 【 19,719】 【-】 【-】 【 9,600】 【 9,600】 【 10,119】

スペシャルサポート
ルーム運営事業

教室に入れない子、入りづらい
子の居場所づくり - 9,812 3,825 - 5,987 5,987 - ① P.47

社会教育関係団体育成
事業

体験活動経費に対し補助金を交
付

- 3,000 - - 3,000 3,000 -
① P.48

【 240】 【 3,160】 【-】 【-】 【 3,000】 【 3,000】 【 160】

社会体育施設整備事業 運動公園内の防犯カメラ増設、
備品の更新 5,000 9,574 - - 9,574 9,574 - ② P.49

第７９回国民スポーツ
大会運営準備事業

バレーボール・ハンドボール・
トライアスロン・綱引のリハー
サル大会を開催

16,820 197,233 62,992 - - - 134,241 ② P.50

第７９回国民スポーツ
大会施設整備事業

競技施設等で使用する運動公園
野球場、駅南総合スポーツ施設
等の改修工事

1,411,859 588,668 151,397 310,600 126,671 28,784 - ② P.51

主な事業の一覧
(１)創造性が豊かで行動力があり、地域を担い未来へ通じる「人」を育みます
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事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

公衆便所整備事業 近江八幡駅南北の公衆便所改修 - 4,517 - - 4,517 4,517 - ④ P.24

福祉事務事業
福祉分野の相談支援を担う所属
が共通して使用できる相談支援
システムを導入

- 25,000 - - 25,000 25,000 -
③ P.25

【 8,927】 【 9,789】 【 8,053】 【-】 【-】 【-】 【 1,736】

高齢者生活支援事業 補聴器購入費用の助成
- 1,500 - - 1,500 1,500 -

⑤ P.26
【 2,545】 【 4,583】 【-】 【-】 【 1,500】 【 1,500】 【 3,083】

市民共生センター整備
事業 設備改修及び照明のLED化 - 19,657 - 8,100 11,557 11,557 - ④ P.27

子ども食堂支援事業 子ども食堂の事業拡充を目指す
事業者へ支援を行う 1,300 3,360 - - 3,360 3,360 - ① P.30

０次予防センター整備
事業

0次予防センター2階に診療所を
整備 - 25,110 - - 25,110 25,110 - ④ P.37

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい
上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

【債務負担行為】54,540

②一人ひとりが互いに支え合い、心のかよう地域社会を創ります
主な事業の一覧

(２)一人一人が互いに支え合い、心のかよう地域社会を創ります
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八幡まつりの松明

教林坊と紅葉

事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

文化財保存活用事業
シアター型安土城VRを４Kに
ヴァージョンアップ、文化財
説明版の改修

- 31,373 - - 31,373 27,413 -
② P.15,

16【 1,123】 【 34,169】 【-】 【-】 【 33,394】 【 29,133】 【 775】

八幡山総合調査事業 八幡山城遺跡の国指定史跡を
目指す - 2,002 1,000 - - - 1,002 ② P.17

文化会館整備事業 ⾧寿命化のための改修工事を
実施 323,494 548,383 - 491,600 56,783 - - ② P.18

地球温暖化対策事業 省エネ家電買換え支援として
補助金を交付

- 25,000 - - 25,000 25,000 -
③ P.23

【 42,011】 【 46,000】 【-】 【-】 【 46,000】 【 46,000】 【-】

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい
上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

主な事業の一覧
(３) 豊かな自然、歴史、文化を守り・活かし、未来に引き継ぎます
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沖島漁港と桜

西の湖のヨシ

事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

オーガニックヴィレッ
ジ推進事業

有機農業の推進にむけた実施
計画を策定 - 10,016 10,000 - - - 16 ③ P.9

観光ブランディング推
進事業

近江八幡ならではの魅力を発
信していくための観光プロ
モーション戦略を策定

- 21,835 - - 21,835 21,835 -
② P.20

【 18,400】 【 37,751】 【-】 【-】 【 22,036】 【 22,036】 【 15,715】

ライティングプロジェ
クト推進事業

八幡堀のライトアップエリア
を拡大 - 7,623 - - 7,623 7,623 - ② P.21

沖島漁業会館整備補助
事業

沖島漁業会館整備に補助金を
交付 - 9,187 4,766 4,400 - - 21 ② P.41

土地改良事業 西の湖の水位・流量・水質調
査を実施

- 14,000 - - 14,000 14,000 -
③ P.42

【 3,767】 【 17,726】 【-】 【-】 【 14,125】 【 14,000】 【 3,601】

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい
上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

主な事業の一覧
(４) 地域の魅力を掘り起こし、暮らしを支える産業を興します
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事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

災害対策本部システム
整備事業

映像音響を用いた災害状況の可
視化や、災害情報を一元管理す
る防災情報システム等を整備

- 14,039 - 13,900 139 - - ④ P.7

同報系防災行政無線整
備事業

市内全域を対象とした防災行政
無線システムを整備し、文字表
示できる戸別受信機を貸与

8,239 347,852 - 345,900 1,452 - 500 ④ P.8

安土地域防災センター
整備事業

安土地域防災センター（コミュ
ニティセンター）の整備にむけ
た設計を実施

- 22,883 - 22,800 83 - - ④ P.14

施設維持補修事業 近江八幡駅エスカレータ改修
- 50,600 - - 50,600 50,600 -

④ P.38
【-】 【 59,312】 【-】 【-】 【 54,692】 【 54,692】 【 4,620】

都市公園施設⾧寿命化
整備事業 中村児童公園の再整備工事 47,090 187,650 30,000 27,000 130,650 130,650 - ④ P.39

安土コミュニティエリ
ア整備事業

エリア整備に必要な用地取得、
設計を実施 311,042 341,170 - 244,500 96,670 - - ④ P.40

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい
上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

主な事業の一覧
(５)時代にあった安全・安心な生活基盤を築き、次世代への礎を築きます
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事業名 ポイント 前年度
事業費

本年度
事業費

本 年 度 財 源 内 訳
キー

ワード
詳細
資料国県

支出金 市債 その他
特定財源 一般財源内ふるさと

応援基金

市民広場整備事業 基本計画の策定や整備手法の検
討 - 12,477 - - 12,477 - - ② P.10

新市庁舎整備事業 実施設計の完了および第一期工
事の着手 2,621 1,206,358 - 1,013,600 192,758 - - - P.11

市庁舎南別館施設改修
事業

庁舎機能の一部として活用する
ため、新庁舎の第一期工事完了
後に改修工事を実施

- 6,492 - 5,200 1,292 - - - P.12

がんばる自治コミュニ
ティ事業

自治会のデジタル化促進の取り
組みに対し補助金を交付

- 2,500 - - 2,500 2,500 -
③ P.13

【 5,000】 【 7,692】 【-】 【-】 【 7,692】 【 7,692】 【-】

電算システム整備事業 新庁舎整備に伴う電算システム、
ネットワークの設計 - 184,729 - 32,600 152,129 - - ③ P.19

書かない窓口事業
手続きの簡略化等窓口サービス
向上を図るため、市民課導入済
みシステムを関係課へ拡充

35,964 9,627 - - 9,627 9,627 - ③ P.21

（単位:千円）

＜キーワード＞① 子ども・子育て支援 ② 活力ある地方創り ③ ＧＸ・ＤＸ推進 ④ 安心安全な生活基盤強化 ⑤ 高齢者生きがい 上段:ポイントの事業費および財源
下段:【】書は予算書事業名全体の事業費および財源

主な事業の一覧
(６)協働と連携に基づいてしなやかな「地域の経営」ができる体制を整えます

市政運営におけるキーワード キーワード別の事業費計
①子ども・子育て支援 941,541千円
②活力ある地方創り 1,428,355千円
③GX・DX推進 307,470千円
④安心安全な生活基盤の強化 1,013,478千円
⑤高齢者生きがい 1,500千円
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物価高騰対策（市独自対策）

・家計応援商品券配布事業
物価高騰対策として、全市民に商品券“たすカル”チケットを一人当

たり3,000円を配布し、市内の登録事業者で利用

【事業費】274,122千円
（財源:地方創生臨時交付金102,354千円、一般財源171,768千円）

・障がい福祉応援事業
物価高騰の影響を受けている障がい福祉事業所等に対し、応援金を

支給

【事業費】4,816千円
（財源:地方創生臨時交付金1,800千円、一般財源3,016千円）

・物価高騰に伴う民間保育所等運営補助事業
食料品価格等高騰の影響を受ける民間の保育所・認定こども園・地

域型保育事業に対し、施設ごとの在籍児童数一人当たり月額1,000円
を支給

【事業費】24,000千円
（財源:地方創生臨時交付金8,800千円、一般財源15,200千円）

・介護サービス事業応援事業
物価高騰の影響を受けている介護サービス事業所等に対し、応援金

を支給

【事業費】15,252千円
（財源:地方創生臨時交付金5,600千円、一般財源9,652千円）

・商工業振興事業（物価高騰対策事業）
エネルギー価格の高騰が事業の実施にあたって負担となっている事

業者に対し、支援金を支給

中小企業:5万円、個人事業主:3万円

【事業費】118,513千円
（財源:地方創生臨時交付金44,000千円、一般財源74,513千円）

・給食センター運営事業
センターで調理する食料品価格の高騰の影響を給食費の保護者に

転嫁することなく、学校給食の提供を維持

幼稚園:月額300円据置、
小学校:月額400円据置、中学校:月額370円据置

【事業費】30,624千円
（財源:子ども・子育て支援基金29,334千円、一般財源1,290千円）

物価高騰による影響を受けている市民や事業者に寄り添った取り組みを進めるため、物価高騰対応重点支援地方創生臨
時交付金を活用し、本市独自の物価高騰対策事業を実施します。
【事業費総額】467,327千円（財源:162,554千円 基金29,334千円 一般財源275,439千円）
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全国の皆様からのふるさと応援寄附金
令和６年度の活用額は

総額１６億２,９５２万２千円
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(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

脱炭素推進事業
脱炭素実行計画に基づく
セミナーやマッチング会
の支援等

1,473 1,473 ③ 小学校脱炭素推進事業 小学校施設の照明のLED
化 5,599 5,599 ①

公用車集中管理事業 電気自動車の購入 6,072 4,972 ③ 中学校脱炭素推進事業 中学校施設の照明のLED
化 1,459 1,459 ①

環境保全対策事業 市民の環境美化活動に対
する自走式草刈機の貸出 3,990 3,990 ② (1) 全10事業 (1)小計 84,654 83,554 -

地球温暖化対策事業
太陽光発電設備および蓄
電池設備設置に対する補
助

21,000 21,000 ③

地球温暖化対策事業 省エネ性能が高い製品へ
の買い替えに対する補助 25,000 25,000 ③

美化推進対策事業 生ごみ処理器の購入に対
する補助 3,140 3,140 ③

美化推進対策事業 地域団体等の資源ごみ集
団回収に対する補助 2,921 2,921 ③

土地改良事業 西の湖浄化のための流
量・水質調査 14,000 14,000 ③

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他

ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(1)自然環境及び地域の歴史的遺産の保全
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ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(2)医療及び福祉の充実

（単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

老人福祉対策事業
ねんりんピック激励金の
交付や米寿・白寿祝金の
贈呈

5,129 5,129 ⑤ 乳児おむつ等支給子育
て支援事業

乳児世帯へのおむつ等の
育児用品配達と見守りの
実施

33,421 18,350 ①

高齢者生活支援事業 高齢者の補聴器購入費用
に対する助成 1,500 1,500 ⑤

子どもセンター及び子
育て支援センター施設
維持管理事業

安土子育て支援セン
ター・八幡西子どもセン
ターへの空調導入

6,423 5,862 ①

保育人材確保事業 保育士の処遇改善に対す
る補助 26,216 26,216 ① 地域子育て支援拠点事

業
子どもセンター・子育て
支援センターの備品購入 2,500 2,500 ①

民間保育所及び認定こ
ども園等運営補助事業

保育士配置や、使用済み
おむつの園処分に対する
補助

38,221 38,221 ① 放課後児童クラブ施設
整備事業

放課後児童クラブの施設
整備に対する補助 12,698 4,298 ①

民間保育所施設整備補
助事業

民間保育所及びこども園
の整備に対する補助 322,727 13,129 ① 特定不妊治療費助成事

業
特定不妊治療費用に対す
る助成 3,800 3,800 ①

一時預かり事業 一時預かり保育の委託 3,048 1,016 ① ０次予防センター整備
事業

センターを改修し診療所
を開設 25,110 25,110 ①

放課後児童対策事業 放課後児童クラブの利用
者に対する助成 4,140 4,140 ① 感染症予防対策事業 帯状疱疹予防接種費用に

対する助成 7,000 7,000 ④

お誕生おめでとう健や
か祝金事業

お誕生おめでとう健やか
祝金の給付 9,880 8,880 ① 子ども発達支援強化プ

ロジェクト事業
子ども発達支援強化プロ
ジェクト事（マットの交
換）

1,634 1,634 ①

子ども食堂支援事業 子ども食堂の係る活動に
対する支援 3,360 3,360 ① (2) 全17事業 (2)小計 506,807 170,145 -

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他
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ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(3)教育及び文化の振興（１/２）

(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

友好都市交流補助事業 本市団体と友好都市との
交流にに対する補助 1,500 1,500 ② 竹町都市公園アクセス

道路整備事業
竹町都市公園へのアクセ
ス道路の整備 62,753 5,453 ④

アートで広げる子ども
の未来プロジェクト事
業

子どもが文化芸術を体験
する機会を創出 16,637 16,637 ② 小学校施設維持管理事

業
馬淵小学校放送設備の改
修 9,856 9,856 ①

ふるさと文化振興事業 文化芸術振興団体が実施
する事業に対する補助 3,000 3,000 ② 安土小学校施設整備事

業
安土コミュニティエリア
に係る安土小学校整備の
実施

68,063 32,363 ①

文化財保存活用事業 ＶＲ安土城の上映機器と
映像の更新 27,413 27,413 ② 小学校ＧＩＧＡスクー

ル構想推進事業
タブレット端末で利用す
るデジタルＡＩドリルの
導入

6,575 6,575 ①

文化財保存活用事業
本市ヴォーリズ建築等の
近代建築遺産について調
査を実施

1,720 1,720 ② 八幡西中学校施設整備
事業

八幡西中学校の⾧寿命化
整備 67,148 31,948 ①

伝統的建造物群保存事
業

伝統的保存地区のまちな
み景観保全修理に対する
補助

23,189 11,597 ② 中学校ＧＩＧＡスクー
ル構想推進事業

タブレット端末で利用す
るデジタルＡＩドリルの
導入

14,649 14,649 ①

安土文芸の郷公園管理
振興事業

安土文芸の郷オープン３
０周年を記念する事業の
実施

3,896 3,896 ② 教育支援ルーム運営事
業

フリースクールの利用者
や事業者に対する補助 9,600 9,600 ①

北里学区認定こども園
施設整備事業

北里学区認定こども園の
施設整備 640,572 217,827 ① 小学校教育指導事業 西の湖環境学習の実施 930 930 ①

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他
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(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）配置事業

小中学校に対して民間派
遣のＡＬＴを配置 35,420 35,420 ① 社会体育施設整備事業 運動公園の防犯カメラの

設置及び備品の購入 9,574 9,574 ②

小学校外国語教育事業 小学校における外国語教
育の充実 1,287 1,287 ① 第７９回国民スポーツ

大会施設整備事業
第７９回国民スポーツ大
会の競技場となる野球場
の改修

316,381 28,784 ②

小１すこやかサポー
ター配置事業

新小学１年生に対する学
習・生活面でのサポート
支援

7,859 7,859 ① (3) 全26事業 (3)小計 1,365,825 511,866 -

生きる力育みプラン推
進事業

ＩＣＴ教育推進に向けた
業務支援の実施 7,957 7,957 ①

スペシャルサポート
ルーム運営事業

教室に入りづらい子、教
室にいるのが難しい子へ
の支援

9,812 5,987 ①

社会教育関係団体育成
事業

子どもの体験活動を実施
する団体等に対する補助 3,000 3,000 ①

本のまち!動く図書館
事業

移動図書館車の運行およ
び配本サービスの実施 10,659 10,659 ①

スポーツ振興推進事業
びわ湖トライアスロンの
支援者・参加者に対する
補助

6,375 6,375 ②

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他

ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(3)教育及び文化の振興（２/２）
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(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

企業版ふるさと納税推
進事業

マッチング支援等による
企業版ふるさと納税の推
進

1,325 1,325 ② 世代をつなぐ農村まる
ごと保全向上対策事業

農業用施設の維持管理や
農村環境保全の活動に対
する補助

132,555 33,139 ②

シティプロモーション
事業

戦略的総合プロモーショ
ンの業務委託 89,784 89,784 ② 体験型事業創出事業 新たに体験型事業を創業

する事業者に対する補助 18,180 18,180 ②

ＮＰＯ活動促進事業 まちづくり団体に対する
育成支援の補助 7,800 7,800 ② (4) 全10事業 (4)小計 435,510 314,294 -

観光振興事業 観光イベントに対する補
助 9,950 9,950 ②

観光ブランディング推
進事業

観光プロモーション戦略
を策定しウェブサイトを
中心に情報発信

22,036 22,036 ②

ライティングプロジェ
クト推進事業

エリアを拡大して八幡堀
のライトアップを実施 7,623 7,623 ②

津田干拓果樹団地整備
事業

津田干拓果樹団地整備に
対する市負担分交付金の
交付

24,872 3,072 ②

畜産業振興事業 近江牛生産・消費に対す
る補助 121,385 121,385 ②

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他

ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(4)産業の振興
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ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(5)安全及び安心の都市づくり（１/２）

(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

防災活動事業 自治会等の防災資機材整
備に対する補助 3,000 3,000 ④ 公衆便所整備事業 近江八幡駅南北トイレの

改修 4,517 4,517 ④

非常備消防推進事業
消防団の行方不明者捜索
等に活用するドローンを
購入

2,825 2,001 ④ 火葬場施設維持管理事
業

さざなみ浄苑火葬炉の修
繕工事 25,000 25,000 ④

オープンガバナンス推
進事業

市民や事業者、行政等が
情報を共有できる仕組み
づくり

2,891 2,891 ② 市民共生センター整備
事業 市民共生センターの改修 19,657 11,557 ②

がんばる自治コミュニ
ティ事業

コミュニティ施設等の改
修や除雪対策を実施する
自治会に対する補助

4,192 4,192 ② 公立認定こども園・保
育所施設整備事業

公立こども園のトイレ等
の改修及び遊具の更新 25,641 25,641 ①

がんばる自治コミュニ
ティ事業

防犯カメラを設置する自
治会に対する補助 1,000 1,000 ② 幼稚園施設整備事業

公立幼稚園のトイレ等の
改修、遊具の更新及びエ
アコン設置

45,030 41,356 ①

自治ハウス整備事業
自治会施設の新築、建て
替え、バリアフリー化等
に対する補助

38,284 19,046 ② 市道維持補修事業 市道の舗装等修繕 37,140 37,140 ④

安心安全メール配信事
業 不審者情報等の配信 830 830 ④ 施設維持補修事業 近江八幡駅北口エスカ

レーター等の改修 54,692 54,692 ④

地域活性化公衆浴場整
備事業

八幡町第一共同浴場新築
に向けた地積測量等の実
施

3,175 3,175 ④ 橋梁・トンネル⾧寿命
化修繕事業

橋梁・トンネルの点検・
修繕による⾧寿命化 45,887 12,006 ④

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他
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ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(5)安全及び安心の都市づくり（２/２）

(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

単独市道改良事業 野村外周道路の整備 80,000 80,000 ④ 都市公園施設⾧寿命化
整備事業

都市公園施設⾧寿命化計
画に基づく公園施設の整
備

187,650 130,650 ④

河川改良整備事業 老蘇地区水路の改修 12,000 12,000 ④ 通学路安全対策施設整
備事業

通学路の環境設備、安全
対策の実施 52,542 32,822 ④

(5) 全20事業 (5)小計 645,953 503,516 -

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他

-67-



(単位:千円） （単位:千円）

事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー
ワード 事 業 名 ポ イ ン ト 事業費 キー

ワード内、ふるさと
応援基金

内、ふるさと
応援基金

がんばる自治コミュニ
ティ事業

自治会デジタル化促進事
業補助金 2,500 2,500 ② 学校運営支援事業 デジタル採点システムの

導入 484 484 ③

行政改革推進事業 DX人材育成研修の実施 999 999 ③ (6) 全9事業 (6)小計 49,163 46,147 -

デジタル行政推進事業 行政のデジタル化の推進 13,279 13,279 ③ (1)～(6) 全92事業 (1)～(6)総計 3,087,912 1,629,522 -

スマートフォン教室事
業

スマートフォン教室・相
談室事業の実施 3,894 3,894 ③

コンビニ交付事業 各種証明書のコンビニに
おける交付 12,347 12,347 ③

書かない窓口事業 システムの活用による書
かない窓口の拡充 9,627 9,627 ③

母性育成指導事業 子育て支援アプリの導入 4,918 2,459 ③

保健センター運営事業 健康カルテの電子キャビ
ネットの導入 1,115 558 ③

キーワード:①子ども・子育て支援 ②活力ある地方創り ③ＧＸ・ＤＸ ④安全・安心な生活基盤 ⑤高齢者生きがい ⑥その他

ふるさと応援寄附金活用事業の紹介
(6)デジタル改革、行政改革
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滋賀県近江八幡市総務部財政課
〒523-8501
滋賀県近江八幡市桜宮町236番地
ＴＥＬ 0748-36-5750
ＦＡＸ 0748-32-3237
E-mail 010412＠omihachiman.lg.jp
市HP https://www.city.omihachiman.lg.jp
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